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鳥取の総合診療専門医を
育てるプログラム

鳥取大学医学部地域医療学講座



プログラム責任者からのメッセージ

谷口 晋一
プログラム責任者

みなさん、こんにちは。

鳥取の総合診療専門医を育てるプログラムの責任者を務める谷口晋一です。私は
鳥取大学医学部で地域医療学講座を担当しています。総合診療医には、患者や地域
を包括的にみる視点と力を身に着けることが必要です。それは医学部で学んだサイ
エンスとは異なる哲学を、自分の視点に織り込むことでもあります。私自身は内分
泌代謝専門医からこの分野に入り、家庭医療学を中心に学び続けるうちに、視野の
広がりと自分の囚われていたものの見方に気づかされました。総合診療は病気だけ
でなく、人間の全体像をとらえるチャレンジングな分野です。

鳥取のプログラムの魅力は、何と言ってもその指導陣です。孫大輔准教授を筆頭
とする地域医療学講座の面々は家庭医療の造詣が深く掘り下げた指導をしてくれま
す。いっぽう地域で活躍する先生方は多くの経験知をもっておられ、それを実地で
学ぶことができます。そして、私たちのプログラムで何よりも大事にしているのは
レジデントへの丁寧なフィードバックです。症例をたくさんみるだけでなく、一例
一例を丁寧に振り返り省察することが、成長のためにもっとも重要なステップです。
人間に興味のある人はぜひ一緒に総合診療を学びましょう。

地域医療学講座の孫です。私は「とにかく総合診療は面白い！」ということを３
点お伝えします。

まず一つ目は、その「深みと広がり」です。総合診療は幅広くみるのみだけでなく、
人間を「深く」みる医療でもあります。私は総合診療を通して、患者さんの心理面
や社会的側面に深く触れることができることを「面白い」と感じています。

二つ目は、総合診療の「学び続ける」側面です。人間を総合的にみる医療は、総
合診療しかありません。しかし、この「総合的にみる」というスキルは終わること
がありません。最近では、私は総合的に人間をみるアプローチは心理学・哲学から
学ぶことができると思い、メルロ = ポンティの哲学（現象学）やゲシュタルト心理
学を学んでいます。

三つ目は、「他者との協働」という側面です。総合診療医は地域において、越境的
にいろんな人とコラボレーションして役割を果たします。この「他者との協働」に
おいて、いつも驚きや未知の発見があり、楽しさが尽きることはありません。

これからの新しい時代において、総合診療・家庭医療は人間のヒューマニティ（人
間性）に関わるところに一番コミットするので、AI 時代においても最も必要とされ
る分野であることは間違いありません。一緒に新しい時代の新しい医療を目指しま
しょう。

とにかく総合診療は面白い！
～総合診療の３つの魅力～

専攻医へのメッセージ

プログラム副責任者

孫 大輔

診療のみならず、地域活動や多職種連携で活躍する

総合診療医を育成することによって、

その総合診療医が働くエリアの人々が

自分らしく幸福でいられる社会を作ること。

診断学 訪問診療 内視鏡 予防医療

多職種連携 小児思春期救急 集中治療 研究

ニーズに合わせて様々な武器を身につけていく

“あなたの目の前にいる患者のために”
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＜提携病院＞

日野病院
李 瑛

日野病院は鳥取県西部の日野郡の中心となる
病院であり、MRI や透析施設を備えています。
病院は99 床と決して大きくは無いですが、近隣
の診療所からも入院依頼があるなど、地域の砦と
しての役割を担っています。鳥取大学医学部附属
病院から週 1 程度で各専門医が外来を行っている
こともあり、日野郡内で多様な疾患をカバーする
ことができます。地域医療学講座の教員が日野
病院・総合診療科医師として勤務をしており、院内
に鳥取大学地域医療総合教育研修センターが
設置されており、同センターで臨床実習の学生が 
common diseaseを学ぶことができるのも特徴

です。専攻医は外来・病棟を中心に common 
diseaseをマネジメントする力を養います。また
訪問診療に取り組むことや上部内視鏡検査・腹部
エコーなどの検査についてもトレーニングを受け
ることができます。病床数の多い急性期病院とは
異なり、一人一人の患者さんとじっくりと向き合う
ことができるため、患者さんの背景をしっかりと
考えながら行う外来のマネジメント力を磨くこと
ができます。前述の通り、地域医療学講座からも
医師が定期的に勤務していることから、臨床上の
相談やメンタリングも定期的に行われています。

基幹病院／鳥取大学医学部附属病院
提携病院／【鳥取県】日野病院組合日野病院、江府町国民健康保険 江尾診療所、日南町国民健康保険日南病院、南部
町国民健康保険西伯病院、国立病院機構米子医療センター、山陰労災病院、大山町国民健康保険大山診療所、鳥取県立
厚生病院、藤井政雄記念病院、鳥取県立中央病院、鳥取生協病院、わかさ生協診療所、鳥取市立病院、岩美町国民健康
保険岩美病院、国民健康保険智頭病院、【兵庫県】公立豊岡病院【島根県】松江市立病院、島根県立中央病院
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基幹病院・提携病院一覧

当院は鳥取県東部県域の総合病院です。県域の急性
期治療を担う一方で、急性期治療を終えた患者さんの
退院後の生活を見据えたケアを提供するため地域包括
ケア病棟を設置し、また在宅療養されている患者さん

に入院が必要な場合に安心して入院
いただける在宅療養後方支援病院と
しても機能しています。総合診療科
では各臓器別専門科や多職種と連携
し、全人的な診療に取り組んでおり、
多職種で家庭医療的な検討を行う場
も用意されています。総合診療・家
庭医療の専攻医の教育体制も充実し
ており定期的なカンファレンスやリ
フレクションを行っています。

大山診療所は鳥取県大山町の直営の診
療所です。そのため、大山町という行政組
織と協働しながら、大山町の住民さんのウ
エルビーング向上に取り組んでいます。ま
た、かかりつけ医として、「ゆりかごから
墓場まで」的な様々なライフステージの住
民さんからの相談に乗りつつ、家庭医療・
総合診療を展開しています。大山診療所で
研修することで、地域全体をみつつ診療を
行う感覚を養うことができます。

＜提携病院＞

鳥取市立病院
櫻井 重久

＜提携病院＞

大山診療所
井上 和興

研修プログラム
スケジュール

資格
取得

3 年目：総合診療専門医試験資格

4年目：家庭医療専門医試験資格

　内　科　研　修
鳥取県立中央病院

日野病院

日野病院

鳥取市立病院

救急研修

小児研修 自由選択

総合診療Ⅰ研修／家庭医療Ⅰ研修

家庭医療Ⅰ研修／家庭医療Ⅱ研修

1年目

2年目

3年目

4年目

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

総合診療Ⅱ研修

資格
取得 4 年目：総合診療専門医試験資格

内　科　研　修
島根県立中央病院

日南病院

日南病院 など

島根県立中央病院

救急研修

小児研修

総合診療Ⅰ研修

自由選択

1年目

2年目

3年目

4年目

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

総合診療Ⅱ研修

内科研修における実績としての
症例や多職種評価等を登録する
システム。

J-OSLER
／簡易：20症例、詳細：5症例

1
年目

J-GOAL
／ 経験省察研修録  7事例など

4
年目

J-OSLER
／簡易：20症例、詳細：5症例

1
年目

*経験省察研修録
総合診療研修において身につけるべき７
つの資質・能力について、自分が身につ
けたいと考えた能力をどのように修得
し、その能力をどのように活用したのか
を記載すること。

総合診療専門研修全体を管理す
るオンライン研修手帳。事例の
登録や症例・手技等の経験の進
捗確認を行う。

J-GOAL
／ *経験省察研修録  7事例など

3
年目

* ポートフォリオ
経験した事例を振り返り、指導医などか
らのフィードバックを受けて省察を深め
ていったプロセスの記録。16 の領域に
ついての記載が必要。

家庭医療専門研修全体を管理す
るオンライン研修手帳。症例・
手技等の経験の進捗確認や日々
の研修での学習内容についての
登録を行う。

Fami-log
／ * ポートフォリオ 16 事例

4
年目

総合診療・家庭医療専門医を取るパターン

最短で

総合診療専門医を取るパターン

4年間で
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基幹病院・提携病院一覧

当院は鳥取県東部県域の総合病院です。県域の急性
期治療を担う一方で、急性期治療を終えた患者さんの
退院後の生活を見据えたケアを提供するため地域包括
ケア病棟を設置し、また在宅療養されている患者さん

に入院が必要な場合に安心して入院
いただける在宅療養後方支援病院と
しても機能しています。総合診療科
では各臓器別専門科や多職種と連携
し、全人的な診療に取り組んでおり、
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療所です。そのため、大山町という行政組
織と協働しながら、大山町の住民さんのウ
エルビーング向上に取り組んでいます。ま
た、かかりつけ医として、「ゆりかごから
墓場まで」的な様々なライフステージの住
民さんからの相談に乗りつつ、家庭医療・
総合診療を展開しています。大山診療所で
研修することで、地域全体をみつつ診療を
行う感覚を養うことができます。

＜提携病院＞

鳥取市立病院
櫻井 重久

＜提携病院＞

大山診療所
井上 和興

研修プログラム
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4年目：家庭医療専門医試験資格
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総合診療Ⅱ研修

内科研修における実績としての
症例や多職種評価等を登録する
システム。

J-OSLER
／簡易：20症例、詳細：5症例

1
年目

J-GOAL
／ 経験省察研修録  7事例など

4
年目

J-OSLER
／簡易：20症例、詳細：5症例

1
年目

*経験省察研修録
総合診療研修において身につけるべき７
つの資質・能力について、自分が身につ
けたいと考えた能力をどのように修得
し、その能力をどのように活用したのか
を記載すること。

総合診療専門研修全体を管理す
るオンライン研修手帳。事例の
登録や症例・手技等の経験の進
捗確認を行う。

J-GOAL
／ *経験省察研修録  7事例など

3
年目

* ポートフォリオ
経験した事例を振り返り、指導医などか
らのフィードバックを受けて省察を深め
ていったプロセスの記録。16 の領域に
ついての記載が必要。

家庭医療専門研修全体を管理す
るオンライン研修手帳。症例・
手技等の経験の進捗確認や日々
の研修での学習内容についての
登録を行う。

Fami-log
／ * ポートフォリオ 16 事例

4
年目

総合診療・家庭医療専門医を取るパターン

最短で

総合診療専門医を取るパターン

4年間で
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鳥取の総合診療専門医を
育てるプログラム

鳥取大学医学部地域医療学講座


